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【要旨】
本研究の目的は，関節リウマチ（以下，��）患者

の車を利用しての買い物支援のために，��患者に
適したショッピングカート（以下，カート）を検討
することである．
研究 �では，第 �段階として関節負担がより少な

いのは押すタイプと引くタイプのどちらなのかを検
討することを目的に，健常男性��名を対象に表面筋
電図とアンケートを実施し，さらに ��患者である
筆者が体験調査を行った．その結果，筋活動量は引
く方が小さい傾向が見られ（�����），�段階のアン
ケートからも引く方が有意に楽であることが分かっ
た（������）．
続いて，研究 �の結果を参考に ��患者に適する

と思われるカートを試作した．試作に当たっては，

押す引く両用タイプ，コンパクト，軽量，車への搬
入出が容易，収納展開等の操作が簡便，車の座面高
に合わせて荷台部分の高さ調節が可，等を必要な条
件と考えた．
研究 �では，試作カートの評価を目的に，研究 �

に準じた方法で実施した．比較対照には，試作カー
トと同じ押すタイプ，前輪キャスター，後輪固定輪
のドイツ製カートを使用した．
その結果，ドイツ製カートの方が筋活動量が有意

に少なく，アンケートの結果からも有意に楽という
結果となった（������）．試作カートは，観察から

キャスターの回転性が悪く，その原因として最も考
えられたのはキャスターの構造と性能であった．ド
イツ製カートはシングルキャスターで回転性も非常
に円滑であったのに対し，試作カートは安全性とい
う観点からダブルキャスターとしたことによる短所
と，キャスターの軸の摩擦が回転性を低下させたと
考えた．
鎮痛と疲労の除去は，��のリハビリテーション

で最も重視されなければならない課題であるため，

カートの製作に関してはいかに筋活動を抑えるかが
焦点となる．その重要性を改めて認識させてくれ，
カート製作に当たっての留意点を明確にできたこと
は，今回の研究の成果と思われる．


